
 

 

樹木希林 最後の主演作となった作品。 

あることがキッカケで刑務所暮しを経験し、どら焼き屋

の雇われ店長として日々を過ごしていた千太郎。ある

日、店で働くことを懇願する老女、徳江が現れ、彼女が

作る粒あんの美味しさが評判を呼んで店は繁盛してい

く。しかし、徳江がかつてハンセン病を患っていたという

噂が流れたことで客足が遠のいてしまい、千太郎は徳

江を辞めさせなければならなくなる。おとなしく店を去っ

た徳江だったが、彼女のことが気にかかる千太郎は、

徳江と心を通わせていた近所の女子中学生ワカナとと

もに、徳江の足跡をたどる。千太郎役に永瀬正敏、ワカ

ナ役には樹木の孫娘である内田伽羅が扮した。 



 

◇永平寺地区文化祭にご参加いただいた「手芸クラブ カーネーション」の会員

合作のパッチワーク。テーマは花。１0人の合作。一人の受け持ちの大きさは 

３０㎝四方を２枚。◇皆さんご存じだとは思いますが、パッチワークは布切れを

縫いつないで出来ています。一人一人がテーマに沿ってデザインを考えて作成し

たのだそうです。◇この企画で、出来あがった一人一人の作品を一つにする作業

にも、ずいぶん苦労したといいます。作品を作った方からは、「難しかったけれ

ど楽しかった」とお話しいただきました。◇会場で観賞した方は、テーマにあっ

た素晴らしい合同作品を目にしたと思います。◇来年も、町の文化祭に素晴らし

い作品を展示していただくことを楽しみにしています。 
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